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戦前の北方四島

現在の北方四島 

　戦前の北方四島には、約 17,000 人の日本人が居住していた。各島に役場が置かれ、駅逓、郵便局、警察署、
小学校等が設けられ、多くの人が水産業に従事していた。
　しかし、ロシアに不法占拠されている現在の北方四島には日本人は 1人も居住していない。

　現在、北方四島には約 16,300 人のロシア人が住ん
でいる（歯舞群島には一般住民はいない）。　
　ロシア側の「行政区分」ではサハリン州に属し、歯舞
群島、色丹島、国後島が「南クリル地区」、択捉島が「ク
リル地区」とされている。

①陸上交通
　
　北方四島にはアスファルト舗装された道路はほ
とんどない。国後島の古釜布や択捉島の紗那では、
一部舗装されているものの、「舗装道路」とは言い
難い。各集落を結ぶのは、砂利で固めた「簡易舗
装」の道路であるが、砂利すら使われていない道路
もあり、強い雨の後など通行できなくなることも珍
しくない。
　なお、北方四島を走る車はほとんどが日本製の
中古車である。また、ガソリンスタンドは数年前か
ら出現したが、数は少ない。 

※昭和 20 年 8月 15日現在において6月以上北方領土に
居住していた者の数であり、同日まで 6 月未満居住して
いた者及び以降出生した者の数は含まない。

（社）千島歯舞諸島居住者連盟調 

ロシア連邦国家統計庁サハリン州局『クリル３地区の社会経済状況』より

戦前の様子（色丹島・色丹小学校）
（（社）千島歯舞諸島居住者連盟提供）

島　名
択捉島
国後島
色丹島
合　計

　2008 年
6 , 387 人

　  7 , 044 人
　  3 , 124 人
16 , 555 人

2009 年
6 , 157 人

　  6 , 937 人
　  3 , 252 人
16 , 346 人
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②空港
　
　国後島の「メンデレーエフ」空港と択捉島の「ブレ
ヴェスニク」空港の２箇所の空港があり、サハリン・
ユジノサハリンスクから定期便があるものの、悪天
候による欠航等が多く運航は安定していない。現在、
両空港の改修及び択捉島における新空港の建設が
進められている。

　電力はほとんどが各集落にあるディーゼル発電所
により供給されている。しかし、近年では、地熱発電
への転換が徐々に図られている。

　色丹島に２校、国後島に 3校、択捉島に 4校、計
9校の初等中等学校があるが、高等教育機関は存在
しない。 初等中等学校では約 1,300 人の生徒が学
んでいる。学校の年度は 9 月 1 日から翌年 8 月 31
日となっている。

　住宅の多くは木造建築であるが、地区行政府庁舎
や病院、文化会館等一握りの建物が鉱滓ブロックで建
造されている。ほとんどの住宅が平屋か２階建てであ
るが、戸数 12 ～ 40 戸の集合住宅も存在している。 

③港湾
　
　四島の港湾は水深が浅いため、大型船舶が接岸で
きる港湾がほとんどない。択捉島の内岡と別飛には
港があり、漁船の基地となっており、サハリン等から
の物資が陸揚げされているが、船は直接接岸せず、
艀を使用して貨物が陸揚げされている場合がある。

択捉島・内岡港

国後島の町並み

国後島・「メンデレーエフ」空港

択捉島・地熱発電所

色丹島・初等中等学校
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